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決断科学大学院教員・学生協働による
環境保全(CO2削減)行動学習ゲーム教材

留学生センター教 員との
協働による日本語学習教材

歯学部教員協働による
歯学造影学教材

九州大学附属図書館付設 教材開発センター ニュースレター

　教材開発センターの主な活動は、講義等
ビデオの撮影・編集・公開、M O O C
( Mass ive Open On l ine Course )  の
コンテンツ制作、本学代表的研究者紹介
ビデオ(旧森の映画館(動画版「先生の森」)

現九大百家)の制作、ICTを活用した
電子副教材の開発およびその支援、
著作権等電子教材の開発に係る各種
講習会の実施です。以下は、ICT活用
電子副教材開発の取り組みとして、

昨年度に新たに開始し今年度も開発を
継続実施しているものの一例です。この
ような電子教材の提供により教育の質を
改善するため、積極的に本センターを
ご活用下さい。

教材開発 ICT活用電子副教材開発 最近の取り組み

　新型コロナウイルスの感染拡大の中、当センターでは蔓延の
当初から、本学の教育活動の支援を積極的に行っています。
遠隔教育用のコンテンツ制作、入・卒業式をはじめとする公式
行事、職員研修、オープンキャンパス等学部単位での講習・説明
会のLIVE配信、遠隔教育における著作権講習など、全学のICT
教育に関わる部署として多様なサポートを行っています。民間
業者への発注と異なり、学内における無償の内製組織として、
今年度はこれまでにない程の依頼数の増加となりました。

　この２年間でセンターの設備を大きく刷新し、大掛かりな設備
を必要としない、簡素で高機能な製品を使った、機動力のある
支援が実現できるようになりました。今後は設備の提供から教育
の質の向上に関わる本質的なサポートの提供へとシフトして
いきたいと考えています。

　また、昨年度より実施している教職員へのニーズ調査をもと
に、より個別の依頼に対応したサービスが提供できるように
なりました。授業で使用したいビジュアルコンテンツの制作や
簡易なシステムの提供などはその一例です。

ICER活動報告 コロナ環境下での教育活動支援

video@icer.kyushu-u.ac.jp

ビデオ編集の例

　コロナ環境下では、教員
の側も遠隔教育への対応
を迫られ、講義のスタイル
についても大きな変革の
波が訪れています。
　是非、常に新しく変化して
いる当センターのサービス
をご利用ください。 ご利用の依頼はこちらから
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録音専用機材のご紹介ICER機材紹介

バックナンバーを公開しています
https://www.icer.kyushu-u.ac.jp/pr

九州大学附属図書館付設 教材開発センター ニュースレター

　IC ERには２種類の録音専用の機材
があります。これらを使用することで
高音質な音声の収録が可能です。その
１つはICD-TX800という小型ICレコーダー
です。これは本体にクリップがあるので
話者の襟元などにつけて利用します。

話者が交代する場合もスムーズに
取り付け、取り外しができます。もう
１つはUW P - V 1というワイヤレス
マイクロホンです。離れた距離で
撮影をする場合に使用します。送信機
と受信機に分かれていて、マイクの

付いた送信機を話者に装着し、受信機
をカメラにつなぐことで話者のクリア
な音声と一緒に撮影することができます。
また受信機をパソコンに繋げば、そのまま
W e bで配信することも可能です。
　教材開発センターでは貸し出しも
行っていますので、興味のある方は是非
お試しください。

M2B学習支援システム講習会（オンライン開催）実施報告

　上記の日時にオンラインにて全学FDとしてM2B学習支援システム講習会が実施
されました。10:00開始の初級編では、ラーニングアナリティクスセンター長の木實
新一教授によるM2B学習支援システムの機能と使い方の説明がありました。
　11: 0 0開始の中級編では、基幹教育院の小島健太郎准教授によるMood l eの小
テストやクリッカー機能の活用事例の紹介がありました。中級編の最後に、「教材開発
センターの活動」の紹介と「オンライン授業における著作権」について教材開発
センター長から説明がありました。教職員100名以上の参加者があり盛況でした。
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https://www.icer.kyushu-u.ac.jp/lectcast_use_apply

機材の利用申込はこちらから

https://moodle.s.kyushu-u.ac.jp/course/view.php?id=30118

当日の資料はこちらです


